
 

 

 
  

一人のために、未来のために！ 
  子どもの命と笑顔を守ります！ 

 NEWS 

令和元年第３回港区議会定例会が、９月１２日から１０月１０日まで２９日間

行われました。また会期中の９月２５日から１０月８日まで平成３０年度の決

算特別委員会が行われ、款別ごとの審議を行い、私、なかね大も各項目別に質

問をいたしました。 

港区議会議員 
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港区では平成２７年度から防

災士の育成に積極的に取 

り組み、現在までに７９７名の防災士

を輩出。明年には１０００名の防災士

が誕生する見込み。 

沢山の防災士が誕生する一方で、地域

とのマッチングが上手く出来ていな

い。 

地域の防災リーダーとして活躍できる

よう、区として積極的に働きかけ、ま

た、今後も防災士育成に力を注ぐべき

と考えるが区としての見解は？ 

 Q 

有資格者対象の研修会を開 

催し、町会や防災協議会との 

ワークショップを行い、地域との関わ

りが持てるように取り組む。 

 A 

    電子母子健康手帳は、健診結

果や身長体重などの記録保 

管のほか、予防接種のスケジュール 

管理や接種の予定を事前に知らせて 

くれるものがある。 

また、データ保存できるため、災害の

際に紛失してしまっても後からダウ

ンロードすることが出来るなどのメ

リットがある。 

２００以上の自治体が導入している

実績を踏まえ、区としても導入する

べきと考えるが区の見解は？ 

 Q 

A     様々なタイプの電子母子健康手

帳があるため、港区にふさわし 

い機能を備えたものの導入について 

検討していく。 

    厚生労働省がまとめた報告書

では、子どもの虐待死の中で、 

0歳 0か月 0日で亡くなるケースが 

大半を占めることから、妊娠期から 

産前産後、また乳幼児期につながる 

切れ目のない支援が必要としてい 

る。 

港区では、年間平均 3000 名以上が

妊娠の届出をし、そのうち支援が必要

とされる妊婦が160名程度掌握され

ていますが、今後さらに妊婦支援の対

策を強化する必要性があると考える

が区の見解は？ 

Q  

 

   妊娠届出時の面接で、担当保健

師による支援や助産師による 

妊婦訪問、出生後の新生児訪問まで、 

切れ目のない継続した支援を行って 

いるが、引き続き支援強化に取り組ん 

でいく。 

 A 
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区では、様々な行政事業や区民サービスを行うための計画を立て、必要

な金額を算出し、予算（案）として計上します。この区が計画した予算

（案）に対し、必要な事業が行われるのかを審議・審査するのが予算特

別委員会です。ここで採決されて初めて予算が決定いたします。 

また年度事業を終え、最終的に計画したことが正しく行われたのかどう

かを審議・審査するのが決算特別委員会です。どちらの委員会も、３４

名の委員（議員）が各部門の行政責任者に対し質疑応答を行い精査し、

最終的に年度事業が認定されます。 

◆２月～３月  予算特別委員会（約１０日間） 

◆９月～１０月 決算特別委員会（約１０日間） 

※一般の方でも傍聴することができます。 



 

 

 なかね大 NEWS Vol. 

地域への参画と協働を柱に！ 
港区は現在、人口が２５万人を超え、２０２７年には３０万人を

突破する見込みとなり、高齢化が進み、年代別人口率が変動する

中、どのように地域共生社会を実現していくかが喫緊の課題とな

っています。 

地域が持つ特性を活かしつつ、未来を見据え、より良い街づくり

を実現していくには、地域の皆様の声をたくさん聴くことが何よ

り大切と考えています。 

そのために、地域のイベントや集まりに積極的に参加し、直接地

域とふれあい、話を聞き、皆様と一緒に将来像を描きながら、そ

の実現に向けて働いて参ります！ 

なかね大ホームページ：http://nakane-dai.net/ 

みなさまの声を     にしました！ 

３ 

インフルエンザワクチン接種の費用助成が開始に！ 

 インフルエンザが今年も流行の兆しをみせています。 

昨年に比べ、同時期の患者数は９倍になっており、すでに

学級閉鎖された学校も確認されています。 

そこで、港区は、生後６か月～中学３年生までを対象に、

1人 1 回につき３０００円の費用助成を開始いたしまし

た。 

これは、本年２月の区議会定例会の公明党代表質問のな

かで、助成を要望していたこともあり実現したものです。 

また、６５歳以上の高齢者には今まで通り、無料接種が行

われます。 

ワクチン接種の活用と、手洗い・うがいの励行や外出時の

マスク着用など工夫し、健康で快適な毎日を過ごせるよ

う取り組んでまいりましょう！ 

 

 

●期間 令和元年 11 月１日～令和２年１月３１日 

●対象 生後６か月～中学３年生 

●費用 １回につき３０００円 

    （小学生までは２回分、中学生は１回分） 

●助成利用券が郵送されるので医療機関の窓口にて提出

し、差額分は自己負担となります。 

※助成利用券が届く前に接種された場合は、 

領収書を保健所にお持ちいただく 

と、還付金が支給されます。 

自動通話録音機を無料貸与しています！ 

港区では、振り込め詐欺等の撃退のため、自宅の電話機

に繋げるだけで、かかってきた電話に自動で警告し、録

音する「自動通話録音機」を、無料で貸与しています。 

東京都や警察が実施していましたが、大きな効果がきた

いできることから、港区議会公明党として平成 27 年 6

月定例会で区独自に取り組む必要性を訴え、同年７月に

実現いたしました。 

接続・設置の無料サービスも行って 

いますので、お気軽に 

ご相談ください。 

 

フード・ドライブ受付窓口が拡大しました！ 

「フード・ドライブ」は、家庭から未利用食品を回収し、

必要とする方々に届けるための受付窓口です。区議会公

明党は、食品ロス削減の一環として。「フード・ドライブ

受付窓口」の設置を議会で提案し訴えてまいりました。 

その後、今年の第 2回定例会では、 

区民の身近な各総合支所など、区内 

各所に増設することを求め、結果１０ 

月１日に地区総合支所とお台場分室の 

６か所に、「フード・ドライブ」 

の受付窓口の増設が実現いたし 

ました。 


